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血
圧
測
定
に
聴
診
法
を
発
見
し
た
コ
ロ
ト
コ
フ
は
、
ロ
シ
ア
に

生
ま
れ
た
が
、
ロ
シ
ア
で
も
無
名
で
あ
り
彼
の
資
料
は
ロ
シ
ア
に

も
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
わ
れ
る
。

一
八
七
四
年
二
月
十
三
日
ク
ル
ス
ク
市
ミ
レ
ン
ス
カ
ヤ
通
り
四

○
番
地
に
商
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
ク
ル
ク
ス
・
ギ
ム
ナ
ジ

ウ
ム
を
出
て
、
一
八
九
三
年
ハ
ル
コ
フ
大
学
医
学
部
に
入
学
そ
の

後
モ
ス
ク
ワ
大
学
に
転
じ
一
八
九
八
年
モ
ス
ク
ワ
大
学
を
抜
群
の

成
績
で
卒
業
し
た
。
ボ
ブ
ロ
フ
教
授
の
主
催
す
る
モ
ス
ク
ワ
大
学

外
科
に
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
入
局
。

一
九
○
○
年
義
和
団
の
乱
で
極
東
に
派
遣
、
赤
十
字
に
勤
務
。

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
極
東
か
ら
ウ
ラ
ジ
ボ
ス
ト
ー
ク
、
日
本
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
セ
イ
ロ
ン
、
ス
エ
ズ
運
河
、
黒
海
を
経
て
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に
戻
っ
た
。
負
傷
兵
の
治
療
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
聖
ア

14

コ
ロ
ト
コ
フ
の
聴
診
に
よ
る
血
圧
測
定
の

発
見

藤
倉
一

郎

ン
ナ
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
戻
っ
た
コ
ロ
ト
コ
フ

は
学
問
に
専
心
し
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ル
ベ
ル
ト
の
「
外
科
的
診
断

学
」
を
露
訳
し
た
。
一
九
○
三
年
フ
ェ
ド
ロ
フ
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

軍
医
学
校
教
授
に
な
っ
た
時
、
指
導
医
に
迎
え
ら
れ
た
。
一
九
○

四
年
日
露
戦
争
に
参
加
し
、
外
科
医
と
し
て
血
管
外
科
に
興
味
を

も
ち
、
こ
こ
で
学
位
論
文
の
症
例
四
四
例
の
う
ち
四
一
例
を
経
験

し
た
。一

九
○
五
年
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
戻
っ
て
軍
医
学
会
で
「
血
圧
測

定
の
方
法
」
を
報
告
し
た
。
一
ペ
ー
ジ
に
も
足
り
な
い
小
論
文
で

あ
っ
た
。
そ
の
論
文
の
概
要
を
述
べ
る
と
、
「
完
全
に
閉
塞
さ
れ

た
血
管
か
ら
は
、
ど
ん
な
音
も
発
生
し
な
い
。
こ
の
事
実
か
ら
わ

た
し
は
人
の
血
圧
測
定
に
音
を
聞
く
方
法
を
提
案
す
る
。
リ
ヴ

ァ
・
ロ
ッ
チ
の
カ
ブ
は
循
環
が
完
全
に
止
ま
る
ま
で
、
カ
ブ
内
圧

を
急
速
に
上
昇
さ
せ
、
は
じ
め
そ
こ
に
は
何
の
音
も
聞
こ
え
な

い
。
血
圧
計
の
水
銀
柱
が
あ
る
高
さ
に
な
る
と
、
最
初
に
短
い
、

か
す
か
な
音
が
聞
こ
え
る
。
こ
の
最
初
の
音
の
出
現
時
に
血
圧
計

の
目
盛
り
を
読
め
ば
最
高
血
圧
で
あ
る
。
さ
ら
に
血
圧
計
の
水
銀

柱
を
下
げ
て
い
く
と
、
収
縮
期
雑
音
が
聞
か
れ
る
。
そ
し
て
最
終

的
に
す
べ
て
の
音
が
消
え
る
。
こ
の
音
の
消
失
は
血
流
が
正
常
で
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い
の
で
す
。

あ
る
こ
と
を
示
し
、
音
の
消
失
時
最
低
血
圧
は
カ
ブ
内
圧
よ
り
高

く
な
る
。
こ
の
時
の
水
銀
柱
の
読
み
が
最
低
血
圧
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
動
物
実
験
で
も
同
じ
結
果
を
得
た
。
最
初
に
聞
こ
え
る
音

は
頭
骨
動
脈
を
触
れ
る
よ
り
も
ほ
ん
の
少
し
早
く
一
○
～
一
二
ミ

リ
高
い
と
こ
ろ
で
出
現
す
る
。
」
こ
れ
が
報
告
の
す
べ
て
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
会
場
内
か
ら
次
の
よ
う
な
討
論
が
な
さ
れ
た
。

イ
ワ
ノ
フ
氏
唖
カ
ブ
の
下
の
始
め
と
終
わ
り
の
音
の
発
生
は
ど

う
い
う
ふ
う
に
説
明
し
ま
す
か
。
最
高
、
最
低
の
血
圧
差
は
ど
れ

く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

コ
ロ
ト
コ
フ
氏
”
血
管
壁
の
隙
間
を
漏
れ
る
血
流
が
音
を
発
生

さ
せ
る
の
で
す
。
圧
差
は
二
五
～
三
五
ミ
リ
が
普
通
で
す
。

ボ
ジ
ョ
フ
ス
キ
イ
氏
“
音
の
発
生
を
単
に
部
分
的
な
原
因
と
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
音
の
発
生
に
つ
い
て
は
納
得
で
き
ま
せ

ん
。
あ
な
た
の
説
明
で
は
音
の
発
生
は
カ
ブ
の
下
で
激
し
く
震
え

る
結
果
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
心
臓
が
音
の
発
生
源
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
小
血
管
で
聞
か
れ
る
音
は
血
液
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
ま
す
。
大
動
脈
弁
の
閉
鎖
は
容
易
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
音
も
雑
音
も
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
局
所
的
な
も
の
で
は
な

シ
ャ
ポ
ヴ
ァ
レ
ン
コ
氏
“
聴
診
器
を
あ
て
た
動
脈
を
圧
迫
す
る

と
音
が
発
生
し
た
り
、
雑
音
を
生
じ
る
こ
と
は
長
い
こ
と
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
聴
診
法
は
よ
り
正
確
に
血
圧
の
測
定
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

カ
ル
ビ
ン
氏
”
こ
の
説
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
て
ゴ
ロ
ト
コ
フ
は
自
信
を
も
っ
て
返
答

し
て
い
る
。

ま
た
後
年
ヤ
ノ
フ
ス
キ
ー
教
授
の
絶
賛
を
う
け
た
。
一
九
○
八

年
コ
ロ
ト
コ
フ
は
シ
ベ
リ
ア
、
ヴ
ィ
チ
ム
ス
ク
の
鉱
山
に
勤
務
、

つ
づ
い
て
レ
ン
ス
ク
金
鉱
に
勤
務
こ
こ
で
鉱
山
労
働
者
の
殺
害
を

目
の
当
た
り
に
み
た
。
一
九
一
○
年
学
位
論
文
「
副
側
血
行
決
定

因
子
の
研
究
」
を
提
出
フ
ェ
ド
ロ
フ
教
授
、
オ
ペ
ル
教
授
ら
の
審

査
で
医
学
博
士
を
う
ぐ
。
一
九
一
四
年
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
戻
り
第

一
次
世
界
大
戦
中
は
外
科
医
と
し
て
負
傷
兵
の
慈
善
病
院
で
働
い

た
。
一
九
一
七
年
ロ
シ
ア
革
命
の
後
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
メ
チ

ニ
コ
フ
病
院
の
主
任
医
師
に
迎
え
ら
れ
た
。
一
九
二
○
年
こ
の
病

院
で
死
去
。

（
一
期
会
藤
倉
病
院
）


